































































がたうわづらひはべりしをも、いかがとだ 問ひ はぬこそ、めづらしからぬことなれど、なほ恨めしう」と聞こえ ふ。からうじて、 「問はぬ つらき にやあらん」と、後目に見おこせたまへるまみ、いと
4恥づかしげに、気高ううつくしげなる
















古注から見てみよう。 『河海抄』 ・ 『細流抄』 ・ 『岷江入楚』は、 『奥入』




































する。これは、 本居宣長の説 あろう。但し、 宣長は、 「よしや」を「たとえ。仮に」の意で解釈している
（広道も同様）
。新日本古典文学大系
には、 「ええままよ 『命な とながらえるならば』ですよ。引歌があろう」とあるが、命がながらえるとどうな のかについ は 及が いまた、新潮日本古典集成と新日本古典文学大系は『奥入』 引歌を引
用していない。　
本居宣長の説はいかにもふさわしいように思われるのだが、新潮日



















世の中」というフレーズ 類歌を生じそう 見えるが、類歌はほとんどない。つまり、 「ままよ」の意の「よしや」はありふれた表現 はないのではないか。宣長や広道は語意②で解釈している。 「ままよ」という意は、八二八番歌によって、私たちには身近に感じられ 語意なの
―　　―4
ではなかろうか。引歌とまではいえないとしても、当該箇所を解釈するにあたっては、八二八番歌を念頭におく必要があるであろう。 「ああ、夫婦関係はめんどうだ、どうなったって いさ」 いう源氏の気持ちが籠められていると解釈できよ 。　
続いて、 「命だに」について考察したい。この語も、 「よしや」と同様、

























































 殿におはし着きて、つゆまどろ れたまはず 年ごろの御ありさまを思し出でつ 、などて、つひには
６
おのづから見なほしたまひ







































政略結婚 正妻で離別することのない妻である めに、 「つひ は」（しまいには）
という思いの強かったことが、繰り返し源氏から語られ
ていることになる。Ａ引用文 「よしや。命だに」もそのよう 理解できるのではないか。 「よしや。命だに」には 「命だに
（あらば）
」 、 「つ


















葵の上が源氏を終始「うとく恥づかし と思い続けたのに対して、紫の上は、 「うとく恥づかし」とは思わない。 「ものよりおはすれば、まづ出でむかひて、あはれにうち語らひ」
（破線部）
は、Ａ引用文の葵の上
の描写、 「例の 這ひ隠れてとみにも出でたまはぬを」 ・ 「言ふかひありてをかしううち答へたまはばこそあはれならめ」
（破線部）
の逆であろ
































　『源氏物語』の研究史は長く、それだけにいろいろな説が出され、中には正反対と思われるような説さえ存在する。また、その時代時代の思想 よる偏向が加えられていると思われるものも 。とはいえ、本稿で扱った「よしや。命だに」のように、語釈のレベルで解釈が定まっていない箇所も多々ある。微々たる問題のように思われるかもしれないが、細部の見直しによって、 『源氏物語』全体の解釈が見直されることもあるであろう。本稿では、 「よしや。命だに」が葵の の独自性を示しており、それが、紫の上との重要な対比点でもあることを述
べた。難読箇所を読み込むことの積み重ねによって、 『源氏物語』の解釈が深まっていくであろう。演習の授業などで、未だ解釈の定まらない箇所にぶつかることが る。索引などを駆使しつつ、物語全体を見渡して、妥当な解釈に近づいていきたいと思う。注１ 　
引用は、新編日本古典文学全集による。漢数字は巻数、算用数字は頁
数を示す。
２ 　
歌の引用は、 『 国歌大観』による。漢字表記に改めた箇所がある。
３ 　
校正の段階で、 「命さえ望み通りになるのなら、死んでしまいたい。そ
うなれば、どうして人を恨むことになろうか、なりはしない」と解釈することもできると気がついた。とはいえ、ますます引歌と て不適合になる。
４ 　『全訳全解古語辞典』 （文英堂、山口堯二・鈴木日出男編）
５ 　
角川古典大観ＣＤ―ＲＯＭ『源氏物語』による。
６ 　
柏木巻冒頭の柏木の心内語「あながちにこの世に離れがたく惜しみと
どめまほしき身かは」 （四
289）ぐらいであろうか。
７ 　
よく似た例として、匂宮の中の君への言葉、 「たはやすく言出づべきこ
とにもあらねば、 命のみこそ」 （宿木五
410）があげられる。この箇所も、 「命
のみこそ」の後に省略されたものが明らかではない。長生きして、自分の心ざしを見届けよというほどの意であろう。
８ 　
拙稿「同語反復表現」 （ 『源氏物語表現論』風間書房、二〇〇〇年）
９ 　
注８に同じ。
